
 

 

 

 

 

６月 28日（金）、今年度１回目の防災体験学習を陸前高田市の「岩手県立

野外活動センター」で行いました。 

午前、避難者カードを実際の要援護者に見立てて適切に避難所内へ配置し、

運営者の立場を体験する「避難所運営ゲーム」を行いました。避難してきた

人々のそれぞれの状況に配慮しながら、少しでも良い生活空間を提供しよう

と様々なアイデアを出し合いました。次に、災害時の救助・救出に役立つロ

ープの取扱い方を学びました。ロープの様々な結び方に挑戦したのち、実際

に人を運ぶなどの体験をしました。 

午後は、野外活動センター周辺を歩き、震災・防災に関わる 10 のポイン

トを見学する「防災ウォッチング」を行いました。東日本大震災の経験を生

かしたまちづくりを「見て、感じて、考える」ことで防災意識を高めること

ができました。 


